
現
状
と
課
題

魅
力
あ
る
住
環
境

　
本
市
で
は
、
南
千
里
丘
や
北
大
阪
健

康
医
療
都
市
（
健
都
）
を
中
心
と
し
た

都
市
基
盤
整
備
に
よ
り
、
人
口
流
入
が

見
ら
れ
、
周
辺
部
で
は
住
宅
の
建
替
え

更
新
が
着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方

で
、
高
度
成
長
期
頃
に
建
て
ら
れ
老
朽

化
し
た
木
造
住
宅
な
ど
、
市
民
が
安
心

し
て
暮
ら
す
う
え
で
改
善
す
べ
き
課
題

を
抱
え
る
住
宅
が
数
多
く
存
在
し
て
い

ま
す
。
住
み
心
地
の
よ
い
ま
ち
を
つ
く

る
た
め
に
は
、
良
好
な
住
宅
開
発
を
誘

導
し
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
魅
力

あ
る
住
環
境
を
形
成
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

空
き
家
の「
予
防
」「
対
応
」「
利
活

用
」

　
本
市
の
空
き
家
の
戸
数
、
割
合
は
、

平
成
25

年
の
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
で

5
8
0
0
戸
、
13
・
8
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
所
有
者
に
よ
る
適
切
な
管
理
が

行
わ
れ
て
い
な
い
空
き
家
は
、
安
全
性

の
低
下
、
衛
生
上
・
景
観
上
の
悪
化
や

資
産
価
値
の
低
下
な
ど
、
周
辺
住
民
の

生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
啓
発
等
に
よ
り
新
た

な
空
き
家
の
発
生
を
予
防
す
る
と
と
も

に
、
周
辺
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
空
き
家

は
所
有
者
に
改
善
を
求
め
、
適
正
に
管

理
さ
れ
た
空
き
家
は
利
活
用
を
促
す
な

ど
、
総
合
的
に
空
き
家
対
策
を
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
震
に
よ
る
住
宅
被
害
の
軽
減

　
本
市
の
住
宅
の
耐
震
化
率
は
平
成
27

年
時
点
で
81

%
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
人
が
所
有
す
る
住
宅
・
建
築
物
は
、

所
有
者
が
耐
震
補
強
・
改
修
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
化
や
経
済

的
・
心
理
的
な
側
面
等
、
個
別
事
情
に

よ
り
断
念
す
る
事
例
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
耐
震
性
が
低
い
住

宅
・
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
資
金
調
達

の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
代
理
受
領
制

度
等
を
通
じ
て
、
耐
震
化
を
促
進
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
建
替

え
時
の
道
路
後
退
を
契
機
に
狭
隘
道
路

拡
幅
整
備
に
よ
る
地
域
の
防
災
面
や
居

住
環
境
面
の
向
上
に
も
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。

❷-3

住
宅

都市整備

摂 津 市

住宅の質を高めるとともに安全・安心を確保し、住み心地のよい

まちをめざします。

住宅

マスタープラン
分野
計画

基本
方向

目標値（令和7年度）基準値重要業績評価指標

都市基盤を整備し、安全で安心して暮らせるまちにしますみんなが安全で快適に暮らせるまち

民間住宅の耐震診断件数（累計） 16件 90件

空家等への指導、助言回数（累計） 10回 50回

指標（KPI）

住宅の質の向上

●良質な住宅の誘導

●良好な住宅・住環境の形成

●低炭素化の推進

安全・安心の確保

●震災・空家対策

●個別事情に応じた住宅確保の支援
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